
火災調査ファイル 7 

元から断たなきゃダメ――積んだ荷物でスイッチオン 

 
無残に焼け焦げた店内 

初夏の汗ばむ夜、雑居ビル内で、閉店から約 1時間後の、物品販売店から火災

が発生し、店舗を全焼しました。 

人が出入りできない状況から、放火などの原因は考えられません。店員に喫煙の

習慣はなく、たばこが原因とは考えられません。 

原因調査のため、出火部と思われる付近に積み重なった商品などを取り除いたと

ころ、電気ストーブが現われ、配線をたどると店内のコンセントに接続されていること

がわかりました。経営者によれば、冬場に暖房のため使用しているもので、電気スト

ーブがコンセントに接続されていることも、その付近にあることもすっかり忘れている

状態でした。この電気ストーブは、ボタンを指で押すだけでスイッチが入る形式で、閉

店時に商品を片付けるときにストーブの上に物を乗せたためにスイッチが入り、火災

になったものとわかりました。 

防火のポイント 

電気ストーブ火災 

http://www.city.sakai.lg.jp/syobo/index.php
http://www.city.sakai.lg.jp/syobo/index.php


 
発火源の電気ストーブ 

電気ストーブなどの電気器具は、スイッチを切るだけでなくプラグを抜くように心がけ

る。 

>>火災事例一覧へ戻る 

http://www.city.sakai.lg.jp/syobo/disaster/kasai-jirei/index.html

